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木材利用による持続可能なまちづくりの方向性












それを実現するための ESG 投資 1 についての知識が乏しく、意識が低いことが指摘されている。
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2．木材産業の現状と課題
（1）木材産業の現状




林野庁は、2009（平成 21）年 12 月に森林・林業基本政策委員会による「森林・林業の再生に向
けた改革の姿」で「森林・林業再生プラン」を策定し、10 年後に木材自給率 50％以上を目指すこ












































































































































2015（平成 27）年 3 月に発表された「都市公園における遊具等の安全管理に関する調査」では、


























































 1　 環境（Environment）、社会（Society）、企業統治（Governance）の 3 つの要素を十分考慮している企業への
投資。
 2　井上・長坂・安藤『SDGs 時代の木材産業　ESG 課題を経営戦略にどう組み込むか？』59 頁
 3　 林野庁「森林の有する多面的機能」（林野庁ホームページ） 
https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/tamenteki/con_1.html（2020.11.22 取得）
 4　井上・長坂・安藤、前掲 83 頁
 5　井上・長坂・安藤、前掲 83 頁
 6　港製器株式会社が開発した、間伐材を利用したブロック塀代替の組立塀。
 7　 ヒ素やクロムを含まない JIS 及び JAS 規格の安全な防腐・防虫剤による ACQ 加圧注入加工により、木材内
部に薬剤が浸透し、効果が長持ちし、揮発や流出による汚染の危険性がない加工方法。
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